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 減数第一分裂では、姉妹染色分体が紡錘体の両極に分配される体細胞分裂と異なり、相同染色体が

両極に分配される。このとき、姉妹染色分体は紡錘体の同一極と結合するが、相同染色体を物理的に結

合するキアズマが形成されないと、姉妹染色分体が高頻度で両極と結合する。このキアズマによる姉

妹染色分体の同一極との結合形成機構の詳細は不明である。これまで我々は分裂酵母を用いてキアズ

マの染色体分配における機能を解析し、体細胞分裂では姉妹染色分体と紡錘体の同一極との結合は結

合修正機構によって解消されるが、減数分裂ではキアズマによって、姉妹染色分体と両極との結合が

解消されるように修正様式が変化し、さらに紡錘体の両極間における相同染色体の同調的な往復運動

が生み出されることを示唆する結果を見出している。さらに結合修正に欠損のある Arora kinase の欠

損によって往復運動に異常が生じ、キネトコア因子である Dam1 が往復運動に必要であるとともに、

染色体と紡錘体の結合修正に関与することを見出している。これらの結果からキアズマによる相同染

色体の同調的往復運動が結合修正の様式変化に関与する可能性が考えられた。そこで、この仮説を検

証するために、Dam1 複合体の欠損細胞、およびオーロラキナーゼ Ark1 に変異を持つ細胞において

セントロメアの動態を詳細に解析するとともに、キアズマの影響を詳細に検討した。このとき相関関

数解析法を用いて往復運動の周期性と相同染色体の往復運動の相関を定量的に解析するとともに、

bootstrap 法という取得データを利用してコンピューター上で仮想実験を繰り返す方法によって変異

株間の差異を統計的に解析した。 
 解析の結果、染色体はキアズマの有無に関わらず周期的に往復運動をするとともに、キアズマによ

って相同染色体の往復運動に同調性が生まれることを定量的に示すことに成功した。また、この周期

性および同調性に Ark1 が関わることを見出した。さらに dam1 欠損細胞および ark1 変異細胞では、

セントロメアの紡錘体内における位置が顕著に異常となっており、セントロメアと紡錘体の結合状態

が異常となっていることを示す証拠が得られた。これらの結果から、染色体の往復運動がセントロメ

アと紡錘体の誤った結合を除去する働きを有し、キアズマによって相同染色体の往復運動に同調性が

生まれ、相同染色体と紡錘体の正しい結合が形成される、という新たなモデルを提唱した。 
 


